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文化財は、祖先の営みを私達に伝えてくれる語 り部であり、過去だ

けではなく現在の文化を理解するためにも重要なものです。中でも、

埋蔵文化財はその土地に深 く関係 しており、郷土をよりよく知るため

の鍵であると言えましょう。

このたび調査の行われた吉峰遺跡は、過去の調査で旧石器時代から

縄文時代にかけての資料が大量に出土してお り、特に縄文時代前期に

は北陸有数の大規模な集落が営まれた遺跡として知られています。

今回の調査でも、多量の土器・石器と共に、快状耳飾 りの未製品が

出上し、玉造 り遺跡でもあった可能性が高 くなりました。

また、今年で集落全域の発掘調査が完了し、北陸における縄文時代

前期の村の様相が見えてきたことも、大きな成果と言えましょう。

この報告書がより多 くの方々に活用され、地域の歴史と文化の理解

に役立てば幸いです。

最後に、調査に際して御援助いただいた富山県埋蔵文化財センター

をはじめ、調査に御協力いただいた地元や諸方の皆様に哀心より感謝

申し上げます。

平成 2年 3月

立山町教育委員会

教育長 金 川 正 盛
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I 遺跡の位置と周辺の遺跡
立山町は富山県の東南部に位置し、立山連峰に源を発する常願寺川によって形成された、広大な扇状地に拓けた町

である。西は富山市、東は長野県大町市に接 し、東西約43km、 南北約21km、 面積は308k∬である。

地勢は、三角洲や扇状地から河岸段丘・丘陵・溶岩台地さらには山岳高地にまでおよぶ多様な地形が、標高約10m

から3,000mにか1)て展開している。

遺跡の所在する吉峰段丘は、隆起扇状地堆積物によって形成されたもので、上段累層と呼ばれる。この地層は、町

の東から南東にかけて広 く分布 し、本町での高位段丘を形成している。

これらの高位段丘面の縁辺部は比高20～30mの段丘崖となっており、礫層を観察することができる。礫層の厚さは

約20mである。

このような地形の中で、遺跡は扇頂部に近接 した高位段丘上に位置し、今回の調査区は標高約215mを測る。

遺跡からの眺めは素晴らしく、西方には富山平野が広がり、北方には富山湾のかなたに能登半島がのび、そして東

方には北アルプスの3,000m級の山々が間近に望まれる。

周辺には、旧石器時代から近世にまで至る多数の遺跡が存在するが、特に一帯の段丘上は、県内有数の縄文時代遺

跡の宝庫となっている。

これらの遺跡の中で吉峰遺跡に関連があるものとしては、高位段丘上には天林南 (縄文時代早～晩期 )。 天林北 (縄

文時代前～晩期 )。 吉峰祭祀 (平安時代 )・ 末谷口 (縄文時代中期)の各遺跡が、一段低い段丘上には岩崎野 (縄文時

代中～後期 )。 横江中ノ林 (縄文時代後期)の各遺跡が、さらに一段低い段丘上には末三賀中諸見坂遺跡 (縄文時代中

期)がある。また、常願寺川対岸の段丘上にも東黒牧 (縄文時代中期 )。 文珠寺稗田 (縄文時代中期 )。 大川寺 (縄文

時代中期)の各遺跡がある。 (森 )
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第 1図 遺跡の位置と周辺の追跡  1 吉山Ⅲ遺跡 2 吉峰祭祀遺跡 3 末谷 |十遺跡 4 米道福地円遺跡
5 末三賀中諸見坂遺跡  6 岩崎野遺跡 7 天林北遺跡 8 天林南j豊跡
9 横江中ノ林擦跡 10 人川寺遺跡 11 文珠寺稗 ill遺跡 12 束黒4/遺跡
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Ⅱ 調査に至る経緯
吉峰遺跡が立地する河岸段丘上の小丘は、かつてはアカマツ・コナラを主体とする二次的植生の雑木林であった。

第二次大戦後、当地に開拓民の入植が始まり、丘陵上は開墾によって畑地化が進められ、縄文時代前期の遺物を採集

できる地として、県内における該期の著名な遺跡の一つとなっていた。

しかし、地域開発事業の進行に伴い、河岸段丘上の良質の上砂が注目され、各地で土取 り事業が行われるようにな

った。当遺跡地も良質な赤土を産し、土取 り事業の対象地となったため、事業に先立ち、昭和44年 に富山県教育委員

会が主体となり、第 1次の発掘調査がおこなわれた。以後の調査とその概要は下記のとお りである。

昭和44・ 45年調査 (第 1。 2次)調査は、遺跡範囲の北部と中央部で、一辺 2mの トレンチを入れ、遺跡の規模・

層序・遺構の確認を目的として行われた。層序の概要と、縄文時代早期の炉跡 。前期の住居跡 4棟が確認された。

昭和48年度調査 (第 3次)調査区は遺跡の中央部北寄 りで、面積約2,520∬ に及ぶ全面発掘調査であった。縄文時代

前期中～後葉の住居跡が 8棟検出された。

昭和49年度調査 (第 4次 )調査区は丘陵のほぼ中央部、第 3次調査区の南にあたり、発掘面積は約3,200∬ 。4電文時

代前期中葉～中期初頭の住居跡が 8棟検出された。

昭和55年度調査 (第 5次)調査区は第 4次調査区の東にあたり、発掘面積は約1,100∬。

なお、以上の調査により、吉峰遺跡においては縄文時代前期集落の内容が明らかにされ、貴重な資料が多数提供さ

れたが、これらの調査区は、現在では基盤から消失してしまっている。

昭和63年度調査 (第 6次)昭和62年秋、土取 り業者から、遺跡当該地での事業申請がなされた。このため、立山町

教育委員会が調査主体となり、国庫補助を受けて 3カ 年計画で記録保存調査を実施することとなった。

調査区は第 3次調査区の北東にあたり、発掘面積は約2,000∬ 。縄文時代前期中葉の住居跡 2棟が検出された。

平成元年度調査 (第 7次)調査区は第 6次調査区の東にあたり、発掘調査面積は約2,00011i。

なお、当初は 3カ 年計画で着手した発掘調査であるが、今年度の調査で遺跡の北及び東北端が確認されたため、計

画を 2カ 年に短縮することとなり、平成元年度をもって吉峰遺跡の発掘調査は完了した。

表 1 調査結果一覧
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調査年度 発掘面積 調 査 期 間
調 査 の 概 要

迫還 構 堂逗 物

昭和44年

第 1次
約382∬

11月 16日 ～12月 1日
縄文時代前期の住居跡 3

縄文時代前期の炉跡 1
縄文時代早期～中期中葉・晩期の上器、石器

日召不日45年

第 2次 3月 10日 ～ 3月 31日 縄
文時代早期の炉跡 1

縄文時代前期の住居跡 3

先土器時代のナイフ形石器 2、 両面加工のポイン
ト1、 エンドスクレイバー 1、  ドリル 1
縄文時代早期～中期・晩期の土器、石器

昭和48年

第 3次 約2.520雷 8月 6日
～ 9月 18日

縄文時代前期中葉の住居跡 6
縄文時代前期後葉の住居跡 2

穴20
縄文時代前期中葉～後葉の上器、石器

昭和49年

第 4次
約3,200∬ 6月 3日 ～11月 2日

縄文時代前期中葉の住居跡 1

縄文時代前期後葉の住居跡 6
縄文時代中期初頭の住居跡 ユ

縄文時代中期初頭の埋奏 1

穴81

先土器時代の削器 2、 先刃型掻器 1、 他 3
縄文時代早期～中期後葉の土器
縄文時代中期初頭以前の板状の上製品
縄文時代前期初頭の上板 (メ ンコ)
石器

日召和55年

第 5次 約1,100笛 8月 27日 ～ 9月 9日 穴 5 縄文時代早期～晩期の上器、石器

昭和63年

第 6次 黎92,000r苫 5月 16日 ～ 9月 27日
縄文時代前期中葉の住居跡 2
穴255

縄文時代早期～中期初頭・後・晩期の土器、石器
平安時代の須恵器・土師器

年

次版７
平
第 約2,000∬ 10月 16日 ～12月 15日

縄文時代前期の住居跡 4

(こ の内、 2棟は再検出)
穴126

縄文時代早期～中期・後・晩期の上器、石器
縄文時代前期の狭状耳飾 り2・ 未製品ユ
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Ⅲ 調 査 概 要

1 立地と層序 (第 2。 3図 )

吉峰遺跡は、富山地方鉄道岩崎寺駅の北東約 l km、 立山町下田字川除山に所在する。一帯は、常願寺川扇状地の扇

頂部にあたり、東側には、旧扇状地が隆起してできた河岸段丘が形成されている。

＼

ゲく80

00@|

第 5号住居跡
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鏡皇 第 4号住居跡υ
/216

ど弩む弟∩
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鱒◎Ｑ証蜘ｏ畑

匡藝 削平区域

睡藝 立木

0               10m

第 3図 遺構全体図
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遺跡は、高位段丘である吉峰段丘の小丘上に立地する。この小丘は、吉峰集落の西にあり、標高は230m前後である。

川除山と呼ばれていたが、大規模な土砂採掘により破壊され、現在では原形をとどめていない。

今年度の調査対象地区は、丘陵の北東端部、第 3次調査区の北、第 6次調査区の東にあたり、北に向って緩やかに

傾斜している。東側から南側にかけては、調査以前に削平をうけ、地山面が露出した状態となっている。また、調査

区南端には、土砂採掘時に除去された表土が、土手状に3m程度盛り上げられている。

層序は、第 1層・茶褐色土 (約 20cm)、 第 2層・暗茶褐色土 (約 20cm)、 第 3層・黄褐色粘土層 (地山)と なっており

第 2層が遺物包含層である。

調査区南側 (X2～ 5区)は、土層の遺存状態が良好で、包含層の遺物も大部分がこの地区に集中している。調査区

中央都以北 (X6～ 14Y15～ 20区)は、第 1層がほとんど除去された状態で、遺物量も南側に比べると極端に少なくな

る。特にX6・ 7付近では、所々で削平が地山近くにまでおよんでいる。調査区東側 (X10～ Y21～ 23区 )は、土層の

遺存状態は良好だが、急な下り斜面となっており、遺物の量はごく少量であった。

2 遺構 (第 3図 )

検出した遺構は、縄文時代の住居跡 4棟、穴12嚇益 なな 住居跡 4棟のうち2棟は、第 1～ 3次調査において報告

されているものの再検出である。

第 1号住居跡 (第 4図) 標高は約2155m、 X5Y14・ 15に位置する。住居跡の西側は、第 6次調査区に一部かか

っている。規模は、長軸約14m(推定)、 短軸約28mの楕円形プランである。

覆土は下から、責褐色粘質土、暗茶褐色土の順に堆積している。責褐色粘質土は、東側では 4 cm程度と薄いが、西

側へいくに従って厚くなり、10cm程度となる。暗茶褐色土は、東半にのみ存在し、東端では25cm程度堆積している。

壁は、東壁は30cmと 壁高が高く、立ち上がりもしっかりしているが、西側ほど低くなり、西から北西にかけては、

立ち上がりが確認できなかった。

床面は、平坦でほぼ水平である。床面及び壁面で、計17個の穴を検出した。この内、Pl～ 7が主柱穴となる可能性が

高く、P6と P7の間に想定できる柱穴を含め、8本主柱Y型のプランが考えられる。主軸方位は、N-54° 一Wである。

なお、P9～ Hも 、掘り方等から主柱穴と考えられ、この場合、Pl・ 2・ 7・ 9～ 11の 6本主柱Y型 となる。そして

覆土の状態から、 6本主柱Y型から8本主柱Y型へという、住居の拡張を考え得る。

柱穴以外の穴には、P8と P12がある。P12は 、直径約40cmの 円形で、深さ約20cm、 覆土中よリスクレイパーが出土

している。P8は、深さ約14cmの不整形で、遺物は出土していない。

炉は、床面を精査したが、検出できなかった。住居跡覆土中からは、土器の小破片が数点出上している。

時期は、遺物等から、縄文時代前期後葉に位置づけられよう。

第 2号住居跡 (第 4図) 標高は約216m、 X3。 4Y15。 16に位置する。今年度検出したのは、長軸28m、 短軸、

24mの不整円形プランであるが、位置関係から、昭和48年度 (第 3次)調査における第13号住居跡 (第25図上)の再

検出であること力WU明 した。以後、第13号住居跡について、第 3次調査の概報から、要点を略記しておく。

規模は、長軸 5m、 短軸4.5mの楕円形プランで、南側に2個連結した張り出しピットを設ける。主柱は二重の環状

を呈し、外環は 9本主柱XY型、内環は 7本主柱XY型のプランである。

住居跡中央付近に、地床炉を持つ。主軸方位は、N-32° 一Wである。

時期は、縄文時代前期中葉に属する。

第 4号住居跡 (第 5図) 標高は約216m、 X4・ 5Y16・ 17区、第 2号住居跡の東側 5mに位置する。位置関係か

ら、昭和48年度 (第 3次)調査における第14号住居跡 (第25図下)の再検出であることが半J明 した。なお、第 3次調

査の概報では、プランの検出が困難としてあるが、今回の所見と合わせて記述しておく。
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規模は、長軸35m、 短軸2.lmの楕円形プランである。なお、第 3次調査の実測図にみられる張り出しピットは、

穴33にあたるが、住居跡にともなうものではないと考えられる。

床面は、全体に平坦で、ごく緩やかに北へ向って傾斜する。床面及び壁面上で、計 9個の穴を検出した。この内、Pl

～ 5が主柱穴となる可能性が高く、Plの南側に想定できる柱穴を合め、 6本主柱X型と考えられる。主軸方位は、N
-27° 一Eである。

時期は、第 3次調査の所見から、縄文時代前期中葉に属する。

第 5号住居跡 (第 5図)標 高は約2155m、 X8Y17・ 18に位置する。厚さ約10～15cmの盛り上がった焼土と、周
辺の穴群によって構成される。床面の状況から、第 2層に掘り込まれた浅い竪クく住居か、平地式住居と考えられる。

穴の掘り方及び深さから、Pl～ 6が主柱穴となる可能性が高く、 6本主柱X型のプランと考えられる。また、P7
は、穴の形状等から、住居に伴うものである可能性が高い。なお、P8については、掘り方はPlに似ているが、深さ
が約10cmと 浅く、柱穴とは考えにくい。

規模は、柱穴配置から、長軸が 4m前後、短軸が約25mの楕円形プランと推定できる。主軸方位は、N-55.5生 w
となる。

穴 (第 6・ 7図) 穴は、126イ固検出し、その内71個から遺物が出土した。しかし、土器は小破片が多く、時期の判
別できる遺物が出土した穴は、わずか 9個にすぎない。遺物は、全て縄文時代に属するもので、早期後葉、前期中葉

前期後葉、後期後葉の 4時期に大別できる。

早期の遺物が出土した穴は、 4個である。穴19は 、X3・ 4Y17に位置し、径約 lm、 深さ約45cmの 円筒形の穴であ

る。穴24は、X4Y15に 位置し、径約70cm、 深さ約15cmで、中央部に径約20cm、 深さ約1∝mの ピットを持つ。穴99は 、
XllY17に 位置し、径約90cm、 深さ約60cmの 円筒形の穴である。穴1041ま、XHY18に 位置し、径約95cm、 深さ約25cm
の浅い円筒形 (皿状)の穴である。これらの穴は、全て整った円形の平面プランを持ち、掘り方もしっかりしている。
また、覆土は、いずれも炭化物が少量混入した茶褐色土の単層で、短期間で堆積したと考えられる。

なお、第 4号住居跡及び穴H・ 33か らも、早期の遺物が出土しているが、前期中葉のものなど他の時期の遺物も出

土しており、後世の攪乱をうけていると考えられる。

前期中葉の遺物が出土した穴は、穴80・ 82の 2個のみである。穴80は、X9・ loY19に位置し、径約90cm、 深さ約
50cmの円筒形の穴である。穴82は、X9Y19に 位置し、穴80と は近接している。いわゅる袋状ピットと呼ばれている

穴で、径約 lm、 深さ約90cmで、東側に足場状の段を設けている。穴80の覆土は、炭化物の混入が少く、単純な堆積

状態であるが、穴82の覆土は、炭化物の量も多く、堆積も複雑である。

前期後葉の遺物が出土した穴は、3個で、調査区南側に集中している。穴20は、X4Y17に 位置し、径約 lm、 深さ

約60cm、 いわゅる袋状ピットである。穴25は、X4Y15に 位置し、径約45cm、 深さ約 5 cmの浅い皿状で、南西側が径20
cm、 深さ約15cm掘 り込まれ、2段状になっている。穴154は、X3Y17に 位置し、穴20に隣接する。南側が深い 2段状
の穴で、長軸約13m、 短軸約90cmの不整楕円形を呈し、深さは約30cmを測る。いずれの穴の覆土も、炭化物の混入は

少く、単純な堆積状態である。

後期の遺物が出土した穴は、穴96を 除けば、X9～ 12Y17～ 19区に集中しており、計 8個である。遺物は、穴103出土
のものが宮滝式系統と考えられ、その他は全て井口式に属する。穴86・ 88・ 89・ 103。 1261ま、いわゅる袋状ピットで

径は lm前後、深さは、穴86が約65cmと やや浅いが、他は lm近 くである。穴78は、径約80cm、 深さ20cm、 穴84は、
径約90cm、 深さ約50cmで、深さは異なるが、平面形はしっかりした円形である。穴96だけは、他の穴からやや離れて

XllY15に 位置する。径約20cmの 円形の穴だが、覆土の状態から根穴と考えられる。

これらの他に、時期のはっきりしない穴として、底部で袋状になる穴 (穴40。 119。 125)円筒形の穴 (穴22・ 48・
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128)、 平面形はしっかりした円形だ力＼ 深さが30cn前後と浅い穴 (穴 77・ 102。 104。 123・ 130)、 底に小ピットをもつ穴

(穴152)な どがある。

なお、今回の調査区では、穴が時期別に編在する分布状態を示しているので、その概要を記しておく。

早期末葉の穴は、調査区南側 (X4区 )と 北側 (XH区)に、各 2個存在する。この時期は、吉峰において土器が多

量に出土する最初の時期であり、形成期の集落範囲を考えるうえで重要な遺構といえよう。

前期中葉末 (蜆ケ森Ⅱ式期)の穴は、調査区北側 (X9Y19区)に、 2個隣接して存在する。蜆ケ森式土器は、全調

査を通して出土量がきわめて少く、吉峰集落の中間衰退期 (あるいは中間廃絶期)と 考えられる。

後期の穴は、調査区北側に、X10・ 1lY18区を中心として、8個存在する。この時期の遺構は、今回の調査で初めてま

とまって検出された。従来、吉峰における生活活動は、中期初頭で終ると考えられていたが、後期にもある種の活動

拠点として利用されていたことを裏づけた意義は大きい。 (山善 )
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3 遺物

大部分の遺物は、遺物包含層及び盛土 (第 3次発掘調査の契機となった、除去された表土)か ら出土しており、遺

構から良好な状態で検出し得た個体は少ない。

(1)土器

今回出土した土器は、全て縄文時代に属するものである。

早期 (第 8図 1～ 6) 11よ、細い沈線で格子目文を描き、格子目の中央に円形刺突文を施す。文様の下端は横位

の沈線で区切られており、外反する口縁部近 くと考えられる。焼成は良好で、胎土には白色砂粒を含む。早期中葉、

三戸式系の土器と考えられる。
註 l

2～ 5は、常世式に比定できる一群である。 2は、口縁にそって 2条の沈線をめぐらし、その下には斜位の条痕文

が施される。 3は棒状工具で、 5は貝殻腹縁で、綾杉文が施文される。4は、横位の連続刺突文を2段に施している。

2・ 4は焼成良好だが、 3・ 5は焼成不良で脆い。胎土は緻密で、 5は白色砂粒が多めである。

6は、突起をもつ口縁部で、突起上面を指押えで凹め、 2条の沈線を施文している。胎土には、白色砂粒を多く合
註 2

み、繊維が少量混入されている。東海系の入海式に比定できよう。
註 3

早期末葉 (第 8図 7～25)神 明原A式に属する土器群である。

7～ 17は 、条痕文で施文する一群である。 8～ 10・ 12は、細い条痕文 (貝殻表面を使った条痕文)で、 7・ H。 13

～17は、太い条痕文 (貝殻内面を使つた条痕文)で施文する。H～ 14は 、内面にも横位の条痕文を施す。文様として

は斜位の条痕が多いが、 9・ 10。 12は上部で湾曲する縦位条痕文を、17は綾杉文を施文している。

18～ 22は、縄文で施文する一群である。縄文は、20がLRで、他はRLである。18は、波状の口縁部で、回唇部にも縄

文を施す。19は 、羽状縄文を施す。20は 、胴部破片である。21は、日唇に 2連の突起を付ける。22は、口縁端部を棒

状具の連続押圧によって小波状に整形し、内側口縁直下に波形にあわせて連続刺突を施す。

23は、絡条外の一種による施文と考えられる。口縁端部は、22と 同様の整形が施される。

24は、少 し内削りの回縁部で、箆状工具による連続刺突で施文される。

25は、あげ底状の底部で、直径は約 7 cmである。外面にはRLの縄文が施され、底面には連続爪形文が円形に施され
註 4

ている。南太閤山遺跡の、第Ⅱ群土器、第10-B類 に類似する。

焼成に関しては、焼成良好で黒く硬いもの (7・ 12・ 14・ 19)と 、いわゆる赤焼きかそれに近い焼成で脆いもの、

(8～ H・ 13・ 15～ 18・ 20～25)の 2種類があり、後者が主体を占める。

胎土には、 7・ 21以外は、全て繊維を含む。特に、赤焼きのものには、多量に繊維を含む傾向がみられる。また、

白色砂粒は、 7・ 20～23にやや多めに含まれているが、他の個体ははごく少量しか含まれていない。

これらの土器の時期について、ここでは神明原A式に属するものとして扱ったが、あげ底や爪形文・羽状縄文・綾

杉文・口唇部への縄文施文など、神明原A式には無い器形・文様も多くみられる。そして、これらの特徴は、後続す

る極楽寺式によくみられる特徴でもある。ここから、これら早期末葉に位置する一群は、早期後葉 (神明原A式)か

ら前期前葉 (極楽寺式)へ という土器型式の変化を考えるうえで、重要な一群であるといえよう。
註 5

前期中葉 (第 9図) 朝日C式から蜆ヶ森Ⅱ式にかけての時期のものであるが、蜆ヶ森 I式・同Ⅱ式古段階のもの

はみられず、空白期間となっている。

1～ 6は、北白川下層Ⅱ b～ c式に比定できる一群である。

1は、波状口縁の鉢である。器形の特殊さに加え、表面に赤彩の痕跡をとどめており、祭祀用などの特殊な用途が

考えられる。文様は、C字形Ⅱ型爪形文を、 2条 1単位にして、日縁部と胴部に 2段に施文する。胎土は、白く緻密

で、大きめ砂粒を少量含む。同様な器形は、北白川小倉町遺跡と村山遺跡でみられるが、両者とも水平口縁であり、
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きわめて稀な器形といえよう。なお、胎土などからみて、搬入品である可能性が高い。

2は、無文の口縁直下に、C宇形Ⅱ型爪形文を、 2条 1単位で施文する。口唇部は、なでて面とりしてある。

3は、条痕文地の上に、C字形Ⅱ型爪形文を 1条づつ施文する。

4は 、口唇部を棒状工具の連続押圧で小波状とし、直下に内外面から連続刺突を施して、粘土紐を貼付 したような

効果をあげている。文様は、C字形Ⅱ型爪形文を 1条づつ施文する。

5は、凸帝上を交互に斜めに刻み、山形刻みを施している。地文については、表面の磨耗が激しく、判明しない。

6は、口唇部に粘土紐を貼付し、頂部を平坦に押え、T字形の断面としている。文様は、LRの羽状縄文で、日唇部

外面には、縄文の連続押圧を施す。また、日縁部に狭い無文帯を設け、小孔を穿っている。

7～ 13は、諸磯 a～ b式 に比定できる一群である。

7～ 9は、同一個体で、外反する深鉢である。文様は、半我竹管による平行線文で施文される。口縁直下に 5条、

胴部との境に 3条の平行線文を施し、日縁部文様帯とする。文様帯には、格子目文と、格子目の交点に同一原体で爪

形刺突を施す。胴部には、撚 りのゆるいRL縄文が施されている。

10,11は、刻みのある浮線文で施文するものである。口縁部に、日縁と平行な 2本の浮線をめぐらし、Hではさら

に浮線を垂下させて、入組文を形作っている。

12は 、外反する深鉢の口縁部で、 2連の山形突起を設けている。文様は、平行線文と押圧文 (ま たは刺突文)に よ

って施文される。平行線文により、幅約 l cmの文様帯を 3段に設け、そこに棒状工具の押圧で、長楕円形の文様を連

続して施文する。また、突起部の口唇上には、半哉竹管による押し引きがなされている。

13は、浅鉢の口縁部で、急角度で内屈する。口縁直下と屈曲部直下には、太 く浅い沈線がめぐらされ、屈曲部には

浅い斜めの連続刻みが施され、その下には小孔が穿たれている。また、日縁部には、 3本の短い粘土紐を縦t頭占イ寸し、

胴部 (屈 曲部より下部)には、連続刺突文によって入組文が描かれる。なお、表面はよく磨かれている。

以上、 2～ 13は、系統は異なるが、前期中葉の前半というまとまった時期の土器であり、胎土と焼成状態から2群

に分類できる。すなわち、胎土は、 2・ 4・ 7～ 9・ 12・ 13がやや粗 くて白色砂粒を多量に含むのに対 して、 3・ 5

・ 6。 10,ユ 1は緻密で砂粒もごく少い。また、焼成状態も、前者は良好だが、後者は若千不良でやや脆い。

なお、この時期の土器型式 (福浦下層式)の特徴として、諸磯式や北白川下層式など、周辺諸地域の影響を強く受

けた土器を主体に構成されている点があげられる。この様な状況は、吉峰遺跡だけでみられるのではなく、北陸の他
註 8

の遺跡においてもみられる傾向であり、同時期の北陸の一般的特徴と考えられる。

14・ 15は、蜆ヶ森Ⅱ式新段階に比定できる土器である。

14は、指による横ナデで徴隆起線文を作 り出し、その下にはRL縄文を施文する。典型的な蜆ヶ森Ⅱ式上器である。

15は、ゆるく外反する深鉢の口縁部で、RLと LRの縄文を交互に横走させ、羽状縄文を施文している。

前期後葉前半 (第 10図 1～12)福 浦上層式に比定できる土器群である。

1～ 4は 、鋸歯状印刻文を施文する一群である。

1は、結節状沈線文と組んで、 2・ 4は結節状浮線文と組んで、 3は半隆起線文と組んで施文している。日縁端部

には、 1は コブ】犬の、 2は耳状の突起を付している。焼成は、いずれも良好である。

5～ 7は、縄文地の上に、結節状浮線文で施文する一群である。 8も 、表面の磨滅が著しいが、この一群に属する

ものと考えられる。なお、 8は緻密な胎土でやや脆い焼成状態なのに対 して、他は全て良好な焼成状態を示す。

9は、結節状沈線文のみで施文する。胎土は、粗 く、やや大きめの砂粒を多く含み、焼成不良でたいへん脆い。

10は、半隆起線文と鋸歯状印刻文で施文する、胴上部破片である。焼成は良好である。

11・ 12は、縄文地の上に、やや太めの粘土紐を貼付する一群である。粘土紐の上からは、連続押圧が施される。

12-



前期後葉後半 (第 10図13～17) 朝日下層式に比定できる土器群である。

13～ 16は、細い粘土紐の貼付 (いわゆるソーメン貼 り)に より施文する一群である。

13。 15は、縄文地の上に粘土紐を貼付しており、13では、波状口縁の形状にあわせて、山形に貼付している。

14は 、無文地の上に粘土紐を貼付しており、やはり波状回縁の形状にあわせて山形に貼付 し、波頂部にも粘土を貼

付してコブ状の突起を付 している。

16は、結節状浮線文とソーメン貼 りを組んで施文している。

17は、の字状突起である。突起の周囲は結節状沈線文で囲まれ、内側は無文となっている。

後期中葉～後葉 (第 10図 18～ 22、 第H図 1・ 2)

18は、注目の屈曲部と考えられる。文様は、円形圧痕文と沈線文によって施文される。胎土には、白色砂粒と雲母
註 9

を含み、焼成は良好である。宮滝式系 (井口Ⅱ期併行)の土器と考えられる。

19は、外反する深鉢で、ゆるい波状口縁の波頂部又は突起部である。井口Ⅲ期に属するものと考えられるが、文様
註10

が異節斜縄文で施されているため、前期に属する可能性もある。

20・ 21は、沈線によって、やや幅の狭い無文帝と縄文帯を作 り出している。井口Ⅲ期に属するものと考えられる。

22は、胴上部でゆるやかに屈曲し、日縁部が外反ぎみにのびる深鉢である。日唇部には、 4ヶ 所に小さな山形突起

が付される。文様は、胴屈曲部に 4条の沈線がみられるだけである。井口Ⅲ～Ⅳ期に属するものと考えられる。

1は、皿又は蓋である。表面は無文で、日縁内部には押圧縄文が施される。井口 I期 に類似 したものがみられる。

2は、内湾ぎみに立ち上がる深鉢で、日縁部に沈線を 2条めぐらし、胴部には細かいLR縄文が施される。井口Ⅲ式

に属するものと考えられる。

以上、 18～ 2の胎土は、いずれも白色砂粒と雲母を含み、19がやや粗い他は、良く似ている。焼成状態も、 1がや

や赤焼きぎみである他は、全て良好である。

晩期 (第H図 3・ 4) 大洞A式に属する土器である。

3は、内湾ぎみに立ち上がる深鉢である。文様は、棒状工具による平行沈線文で施文され、沈線で胴部と区切られ

た口縁部文様帯に、連弧文が施される。表面には、赤彩の痕跡が残 り、大量のススが付着する。胎土には、砂粒が大

量に含まれており、焼成は良好である。

4は、大きく外反する深鉢である。日唇部は、平坦に面とりし、棒状工具を押圧する。外面には擦痕がみられる。

胎土には、砂粒が大量に含まれており、焼成は良好である。                      (森 )
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(2)石器

出土した石器には、石匙 1・ 削器 7。 楔形石器 1・ 石錐 1・ 石錘 2・ 打製石斧 3・ 石ランプ 2・ 磨製石斧 24・ 叩石

3・ 凹石20。 擦石60。 石皿13・ 砥石 2・ 扶状耳飾り3がある。磨製石斧および、凹石・叩石 。擦石・石皿といった堅

果類を加工する道具が卓越し、打製石斧、石鏃、石錘が低調な様相は北陸地方における山間部の縄文時代前期の石器

組成の一般的なあり方を示しているものと考える。

石匙 (第 12図 1) 平面が三角形状の横形の石匙が 1点出土している。幅広の予J片 を素材とし、周縁部のみ二次加
工を行う。石材は流紋岩、器部を欠損する。

削器 (第 12図 2～ 7、 第13図 1) 2は周縁を巡るように両面から二次加工を行う。石材は安山岩。 3～ 5は縦長
刹片を素材とし周縁の一部に浅い 2次加工を施す。 3は下半、 4は上半を欠損する。石材は3がチャート、4が凝灰

岩、5が鉄石英である。 6は全長10 8cm、 幅6 5cmを 測る大型品である。腹面左側縁にはバルブを除去するための二次

加工を行う。石材は流紋岩。第12図 7・ 第13図 1は横長象J片を素材とし第12図 6と 同様バルブを除去するための二次

加工を行う。石材は第12図 7が安山岩、第13図 1が鉄石英。

楔形石器 (第 12図 8) 平面形は台形状を呈し背面の上下両端に微細な崇J離痕が残る。石材は玉髄。
石錐 (第 12図 9)周 縁部を背、腹両面から二次加工を施し、断面形が凸レンズ状の先端部を作り出している。石
材はチャート。

石核 (第 13図 2～ 5) 作業面を固定し、作業面の全周から崇」片を乗」離する 2、 3な どがある。 4は黒曜石製の石
核であり、熱を受けている。

挟状耳飾り (第13図 6～ 8) 6は 長さ3 2cm、 幅3 3cm、 7は長さ4 0cm、 幅4.6cmを 計る。石材は6が蛇紋岩、 7
が滑石である。 8は狭状耳飾りの未製品である。長さ5 3cm、 幅5,6cmを計る。石材は蛇紋岩である。

石錘 (第 14図 1～ 2) 2点 出土しているが、いずれも自然礫を素材とし、長軸両端に狭りを入れるための剰離を
行う。重量は 1が195g、 2が365gである。

ランプ形石製品 (第 14図 3) 2点 出土している。口径10cm前後と推定する。詳細は不明。
打製石斧 (第14図 4～ 5)‐ 4は縦長で馬平な自然礫を素材とし、周縁部に二次加工を施す。平面形は短冊形を呈

する。 5は大型の横長崇J片を横位に用い、両側縁および基部に背・腹両面から二次加工を施し、刃部は第一次崇」離に

よって生じた面をそのまま用いる。平面形は発形。石材はいずれも流紋岩である。

有肩打製石斧 (第 14図 6)横 長象J片 を横位に用い、周縁部に二次加工を施す。先端を欠損する。
磨製石斧 (第 14図 7～ 18、 第15図 )完 成品 (第 14図 7～ 18、 第15図 1～ 10)と 未製品 (第 15図 10～H)がある。
完成品は刃部・基部を欠損するものがほとんどで、完形品は少ない。磨製石斧の大きさには、 I長 さ17cm～ 16cm前後

のもの (第 15図10～ 11)、 Ⅱ長さ13cm前後のもの (第 15図 6X Ⅲ長さ8 cm前後のもの (第 14図10～ 12X Ⅳ長さ 5 cm前後

のもの (第 14図 7)の四者に分類でき、 I・ Ⅱは樹木の伐採と大型材の加工、Ⅲ・Ⅳは細部加工を含む樹木の様々な

加工に用いられたものと推定できると形態は定角式の物がほとんどであるが、第15図 9。 10は乳棒状を呈する。石材

は大半が蛇紋岩を用いるが、第14図 9・ 16・ 17第 15図 4・ 10・ 18は砂岩系の石材を用いる。第15図 1・ 7・ 8は刃

部再生を試みている。

凹石 (第 16図 、第17図 1～ 6) 長楕円形の自然礫を素材とし両面の主軸にそって直線的にくぼみが並ぶ第16図 1
2・ 4・ 5・ 7、 楕円形の扁平な自然礫を素材とし、両面または片面の中央部に敲打痕が集中する第16図 3・ 6・

8・ 9 第17図 1～ 6、 縦断面が三角形を呈し両面の中央部付近にくばみを有する第16図 9。 10な どがある。石材は

砂岩系のものを多く使用する。ほとんどのものが片面あるいは両面に磨痕を持ち、また側縁に敲打を持つものも多く

存在し、後述する叩石・擦石と重複した機能を持っていたものと考える。重量は400g前後のものが多い。
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叩石 (第 17図 7～ 9) 平面が台形状、断面が隅九方形を呈した叩石が 3点出土している。上下両端に敲打痕を有

する。重量は7が830g、 8が740g、 9が1140gである。石材はいずれも砂岩系のものを使用する。

擦石 (第 18図 、第19図 、第20図 1～ 2) 榛石は、円礫の平面を使用するものが最も多いが、円礫の側縁を利用す

る第18図 7、 断面三角形の礫の各側縁を利用する第18図 8・ 9な どがある。擦り石の大きさは長さ 7 cm、 幅 7 cm前後

の比較的小型のもの (第 18図 1～ 3)か ら、長さ13cm、 幅 8 cm(第 20図 1～ 2)の大型のものまで存在するが、長さ

9～ 10cm、 幅 8～ 9 cmの もの (第 19図 )が一般的である。重量は300g前後・600g前後・800g前後と3つのピークが

ある。石材は凹石と同様砂岩系のものが多用される。

石皿 (第20図 3～ 8、 第21図)扁 平な礫を素材とした第20図 3～ 8・ 第21図 1～ 3と 厚手の礫を素材とした第21

図4がある。いずれも中央部が弓形に凹むが、大きさにはかなリバラエテイがある。 (春 日)

―　　　　　　　　」
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V調 査 成 果
昭和44年に始まった吉峰遺跡の発掘調査は、 7次にわたって行われ、平成元年度をもって終了した。

この調査では、総面積■ 200∬ を発掘し、24棟の住居跡、500個近い穴、大量の縄文土器 '石器など、縄文時代を中

心とする膨大な資料が得られた。特に、前期の拠点集落がほぼ完全に発掘されたことは、全国的にも例が少なく、こ

の調査における最大の成果であつたといえよう。

ここでは、 1～ 7次の調査で得られた成果について述べてみたい。なお、遺構番号は、第22図による。

縄文時代前期の集落構造について

(1)時期区分と遺構 (第22図 )

出土した遺物は、旧石器時代から平安時代におよぶものだが、主体を占めるのは、縄文時代早期後葉から後期後葉

にかけてのもので、時期によって量的変動が大きい。時期の判明した遺構も、縄文時代早期後葉から後期後葉にかけ

てのもので、竪穴住居跡の検出された時期は、さらに限られる。

遺物と発掘時の所見等から、吉峰遺跡の時期区分は以下のとおりになる。

(吉峰I期〉

早期後葉、神明原A式期。穴4個が検出されており、その内の1個 (穴799)は貯蔵穴と考えられる。また、第2次

調査で早期の炉が検出されている。吉峰集落の開始期にあたる。

(吉峰H期〉

前期前葉、極楽寺式期。遺物は、 I期 と同じかそれ以上の量が出土しているが、明確にこの時期に属する遺構は検

出されていない。

(吉峰Ⅲ期 )

前期中葉前半、朝日C式から福浦下層式にかけての時期で、後者の時期が中心である。住居跡10棟 と土拡群からなる。

吉峰集落の最初の盛期である。

(吉峰Ⅳ期〉

前期中葉後半、蜆ケ森式期。蜆ヶ森Π式新段階に属する穴2個が検出されているが、遺物量は激減しており、集落

の中間廃絶期である。

(吉峰V期〉

前期後葉、福浦上層式から朝日下層式にかけての時期である。住居跡11棟と土1/A群からなる。吉峰集落の再開期で

あり、第 2の盛期をむかえる。

(吉峰Ⅵ期〉

中期初頭、新保式期。住居跡1棟が検出されている。集落の衰退期である。

(吉峰Ⅶ期〉

中期前葉から後期中葉までの期間。遺物も散発的にしかみられず、空白期間となる。

(吉峰Ⅷ期〉

後期中葉末から後葉、井口I～Ⅳ式期。土拡群 (8個 )が検出されている。この内5個は貯蔵穴と考えられ、集落

ではないとしても、食料生産に関係 した遺跡であろう。

これ以降、吉峰遺跡は確実に廃絶し、散発的に遺物が出土するにすぎなくなる。

このように、吉峰集落の盛期はⅢ・V期にある。そして、時期により尾根上の占地状況も集落構造も変化をみせる。

また、住居跡の形態も大きく変化する。
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(2)住居跡の変遷 (第 4・ 5。 23～33図、表 2・ 3)

第 4次調査までに検出された住居跡については、概報で述べられているが、第 7次調査までにさらに 6棟が検出さ

れてお り、これらを含めて再度の検討を行う。

吉峰遺跡の住居跡の分類においては、掘方平面形、主柱配列、炉のあり方などと共に、穴 (貯蔵穴と考えられるも

の)のあり方が重要な意味をもつ。ここでは、これらの諸要素に、出土遺物から得られた時期区分を加え、住居跡の

類型化を行い、その後変遷について考えてみたい。

OA類 (第23図、28図上 )
註13

台形状の掘方平面形をもつもので、吉峰Ⅲ期に住-01・ 02、 吉峰 V期に住-33の計 3棟がある。住-01・ 02は、主

柱穴 。炉ともに検出されておらず、住-33は、 8本主柱Y型で地床炉をもつ。

OB類 (第24図、26図上、28図下、29図上、32図 )

円形の掘方をもつもので、計 6棟があり、全て吉峰Ⅲ期に属する。炉は地床炉で、南側に張 り出しピット (貯蔵穴

と考えられる)を もつ点も共通している。主柱配列は、XY型 (住-15。 62)と X型 (住-10。 12)の 2種がある。特

殊な住居内設備としては、住-15に テラスがみられる。また、住-35。 62の張 り出しピットは袋状を呈している。

OC類 (第 4・ 5・ 25図、26図下、27図、29図下右、30・ 33図 )

楕円形の掘方をもつもので、張 り出しピットの有無により細分できる。

Cl類は、張 り出しピットをもつもので、吉峰Ш期に住-13・ 62、 吉峰 V期に住-16・ 17の計 4棟がある。主柱配

列は、Ⅲ期がXY型、V期がX型である。炉は全て地床炉だが、V期の 2棟は 2基の炉をもつ。なお、出土遺物から、
註 14

住-17の 時期は前期後葉末と考えられてお り、炉を 2基 もつのは新 しい様相といえよう。

C2類は、張り出しピットをもたないもので、計 7棟があり、全て吉峰 V期に属する。主柱配列は、X型 (住-25。

75)と Y型 (住-31・ 32・ 71)の 2種がある。炉は全て地床炉で、住-31は 2個の炉をもつ。

OD類 (第29図下左、31図 )

馬蹄形の掘方をもつもので、貯蔵穴のあり方により細分できる。

Dl類は、貯蔵穴を住居近 くに配するもので、吉峰 V期の住-36がある。主柱配列は6本主柱X型で、地床炉をもつ。

貯蔵穴は袋状ピットで、住居に接 してはいるが、張り出しピットではない。

時期区分 住居分類 掘方平面形 住居番号 主柱本数 主柱配列 炉の種類と数 貯蔵穴の種類 その他の施設

吉峰Ⅲ期

(前期中葉 )
A類 方 形 01、  02 不   明 不  明 不明

B類 円 形 6 X 型 地床炉 1基 張り出しピット

5、 7、 9 XY型 地床炉 1基 張り出しピット 15は テラス有

11、  35 不   明 不  明 不明

Cユ 類 楕円形 13、  62 5、  9 XY型 地床炉 1基 張り出しピット

吉峰V期
(前期後葉 )

A類 方 形 8 Y 型 地床炉 1基 住居近辺に配置

Cl類 楕円形 16、  17 6 X 型 地床炉 2基 張り出しピット

C2類 楕円形 14、  75 6 X 型 地床炉 1基 14は住居近辺に配置

6、  8 Y 型 31は地床炉 2基
他は地床炉 1基

31、 32は住居近辺に

配置

37、 38 不   明 不  明 不 明

Dl類 馬蹄形 6 X 型 地床炉 1基 住居に接して配置

吉峰Ⅵ期
(中期初頭 )

D2類 馬蹄形 6 X 型 地床炉 1基 住居内に配置 テラス有

表 2 住居跡の分類と時期区分
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第23図 上 .第 1号住居跡 下 .第 2号住居跡 (S-1/50)(「富山県立山町吉峰遺跡発掘調査報告書」1970よ り転載)
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上。第11号住居跡 下 .第12号住居跡 (S-1/50)(「富山県立山町吉峰遺跡第4次発掘調査概報」1975よ り転翻
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第25図 上 .第 13号住居跡 下 .第14号住居跡 (S-1/50)
(「富山県立山町吉峰遺跡第4次発掘調査概報」1975よ り転載)
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第26図 上 .第 15号住居跡 下 .第 16号住居跡 (S-1/50)(「 富山県立山町吉峰遺跡第4次発掘調査概報」1975よ り転載)
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第27図 上 .第17号住居跡 下 .第 32号住居跡 (S-1/50)(「富山県立山町吉峰遺跡第4次発掘調査概報」1975よ り転載)
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(「富山県立山町吉峰遺跡第 4次発掘調査概報」1975よ り転載)
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第23図 上 .第33号住居跡 下 .第35号住居跡 (S-1/50)



第29図 上 .第 10号住居跡 下左 .第36号住居跡 下右 .第 37号住居跡 (S-1/50)
(「富山県立山町吉峰遺跡第4次発掘調査概報」1975よ り転載)
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(「富山県立山町吉峰遺跡第 4次緊急発掘調査概報」1975よ り転載 )
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第30図 上 .第31号住居跡 下 .第38号住居跡



D2類は、貯蔵穴を住居内に配するもので、吉峰Ⅵ期の住-34がある。主柱配列は 6本主柱X型で、炉は地床炉であ

る。直線状の一辺を除き、馬蹄形にテラスをめぐらせている。

以上の分類をまとめたのが表 2であり、以下のとお りの傾向がみられる。

掘方平面形は、Ⅲ期には円形が、 V期には楕円形が、Ⅵ期に馬蹄形が中′心となる。また、各期に主体を占める形が

前の時期に出現 してお り、連続性がみられる。台形 (方形)の住居は、早期以来の系統を継 ぐものと考えられるが、

このような住居が前期後葉まで混在 している点は興味深い。馬蹄形住居は、 V期に出現しⅥ期まで続いているが、吉

峰遺跡のみの特殊な状況かどうか、他遺跡との比較検討が必要である。

主柱配列は、Ⅲ期がXY型 。X型であるのに対 して、V期ではX型・Y型 となり、Ⅵ期ではX型 となっている。 言いか

えれば、縄文時代前期中葉から中期初頭にかけて、主柱配列がXY型・X型からX型 。Y型へと変化 し、さらにX型へと

移ったことになる。これは、第 4次調査概報において報告された成果と一致する。

第31図 第34号住居跡
(「富山県立山町吉峰遺跡第4次緊急発掘調査概報」1975よ り転載)
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なお、Ⅲ期には主柱配列が二重の環状をなすものがあるが、住―Hは 9本主柱XY型の二重構造、住-12は 6本主柱

X型の二重構造、住-61は 7本主柱XY型 と 9本主柱XY型の二重構造で、いずれも同じ主柱配列での二重構造となって

おり、これは住居拡張によるものと考えられる。

貯蔵穴は、大筋としては、Ⅲ期には張 り出しピットであ り、 V期には袋状ピットが住居付近に設置され、Ⅵ期には

住居内に設置する。しかし、 V期でも住-16。 17には張 り出しピットが付され、古い様相を残 している。一方、Ⅲ期
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第32図 第61号住居跡 (第 6次調査第 1号住居跡)
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においても住-61の付近には袋状ピット (穴615・ 633)が設置されるなど、先駆的様相を示すものもある。これは、

変化が漸移的であつたことを示しているといえよう。

炉は、吉峰では一貫 して地床炉が用いられている。ただし、V期の住-16。 17・ 31に は 2基の地床炉がみられ、こ
註15

れは中期前葉に出現する複設式石組炉との関係において重要な存在である。

(3)集落構造とその推移 (第 34・ 35図 )

(Ⅲ期集落)(第 34図 )

集落は、A類・B類・Cl類の住居跡10棟で構成される。その構造は、中央に住居跡 (住-15)を置く半径約20mの広

場を中心として、半径約40mま での範囲に住居跡群が環状に並び、その環に外接して大型住居跡 (住-61)を 置くと

いうものである。また、環状に並ぶ住居跡群は、その占地状態から、北・中・南の 3小グループに分かれると考えら

れる。なお、住-15の様に中心広場に存在する住居を、ここでは便宜的に中核住居と呼ぶことにする。

第4次調査の報告書においては、前期中葉 (Ⅲ期)の集落構造について、住-15を 環に含めた馬蹄形構造が考えら

れているが、これは次の理由により否定したい。まず、住-15は他の住居から20m以上離れて単独で存在しており、

他の住居跡がいずれも2～ 3棟の小グループを形成しているのとは対照的であり、唯―テラスをもつ特殊な形態であ

ることと考えあわせると、他の住居跡と共に環状を形成しているとは考えにくいのである。また、住-15は尾根上で

〇〇
．Φ
「い
「川―

A/ 216.00Ａ
一

2号住居跡 )
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最も平坦な所のほぼ中央に占地してお り、地形上からも、この範囲を広場とするほうが妥当性が高いと考えられるの

である。さらに、狭状耳飾 りを検出した穴04・ 穴713の存在、時期不明とされる住-03・ 04・ 18・ 19の配置も考慮にい

れると、この範囲が広場となる可能性はいっそう高 くなるといえよう。

さて、Ⅲ期集落を構成する住居跡群は、その主軸方向からも、a群 (住-01・ 15,61)、 b群 (住-02・ 10。 12・ 62)、

c群 (住―H。 13)、 d祥 (住-35)の 4群に分けられる。そして、この主軸方向の相違を時間的相違とみるならば、a～
d小群に対応する各小期 (a～ d小期)の集落構造は次の様になる。

a/1ヽ期は、Ⅲ期集落の開始期であり、A類住居 1棟 (住-01)と B類住居 2棟 (住 -15・ 61)で構成される。住居は直
線的に並んでいるが、中′と、広場はすでに意識されているものと考えられる。なお、住-61については、 7本主柱 (拡
張前)の時期で、一般的な住居であったと考えられる。

b小期は、A類住居 1棟 (住-02)、 B類住居 (住-10。 12。 15・ 61)、 Cl類住居 (住-62)で構成され、中核住居・
環状住居群 。大形住居からなる構造が明確となる。環状住居群は、各小グループに対応 して存在 してお り、集落の完成

期 (最盛期)と いえよう。なお、住-61の拡張時期 (大型住居化の時期)については、集落の構成員数が最大となる

住居番号 掘方平面形 規模 (m) 主柱本数 主柱配列 炉 貯蔵穴の種類・配置 その他の設備 主 軸 方 向

台 形 3× 3 不 明 不  明 不明 N-9°一E
台 形 35× 35 不明 不  明 不明 N-14°一E
円 形 4× 4 6 X 型 地床炉 1基 張り出しピット N  14°一 E

円形か 不明 不  明 不 明 張り出しピット 1ヾ-36°一―ヽ「ヽ

円 形 45× 45 6→ 6 X 型 地床炉 1基 張り出しピット N-11°一W
楕円形 45× 5 9→ 9 XY型 地床炉 1基 張り出しピット 卜f-32生_、v

楕円形 2× 35 X 型 不明 住居近辺に設置 N  20°一―E
円 形 4× 4 5 XY型 地床炉 1基 張り出しピット テラス有り N 10°一 E

楕円形 35× 4 6 X 型 地床炉 2基 張り出しピット N-23°一E
楕円形 4× 6 不 明 X型か 地床炉 2基 張り出しピット N-83°一E
楕円形 4× 6 Y 型 地床炉 2基 住居近辺に設置 N  24° 一―E

楕円形 3× 5 6又 は 8 Y 型 不 明 住居近辺に設置 N-15°一E
台 形 36× 36 8 Y 型 地床炉 1基 住居近辺に設置 N-41°一W
馬蹄形 6× 6 6 X 型 地床炉 1基 住居内にピット設置 テラス有り N-66°一W
円 形 4× 4 不 明 不  明 不 明 張り出しピット N 61°一E
馬蹄形 25× 3 6 X 型 地床炉 1基 住居に接して設置 N 25°一E
楕円形 25× ? 不 明 X型か 地床炉 1基 住居近辺に設置 N-19°一E
楕円形 2× ? 不 明 不  明 不明 住居近辺に設置 N-21° W

円 形 7× 75 7→ 9 XY型 地床炉 1基 張り出しピット N―-12°一E

楕円形 3× 4 5 XY型 地床炉 1基 張り出しピット N  12tW

楕円形 3× 4 Y 型 地床炉か さT―-54°――ヽヽ/

楕円形 25× 4 6 X 型 地床炉 1基 N―-56°――ヽ πヽ

表 3 住居跡一覧
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この小期と考えられる。また、住-62の 時期及び性格については、主軸方向が若千ずれていること、楕円形の掘方平

面形などから、他の住居と比べてやや後出的に感じられ、住-12の建て替えか、住-12の構成員増によって増設され

たものと推定する。

C小期には、北の小グループが存在しなくなり、集落規模がやや縮小する力＼その他の点についてはb小期と同様であ

り、基本的構造は保たれていたと考えられる。

d小期になると、住居は南の小グループにしか存在せず、集落は衰退に向う。なお、住-61に ついては、集落の規模

構造からみて、存在しなかったものと考えられる。

(V期集落)(第 35図 )

集落は、A類・Cl類 。C2類・Dl類の住居跡11棟で構成される。基本的な構造は、Ⅲ期と同様であるが、集落が南
へ広がって規模が大きくなり、大型住居も存在しない。

註 16

さて、 V期集落を構成する住居跡群も、主軸方向から、a群 (住-33・ 71・ 75・ 38?)、 b群 (住-14・ 16。 31・ 32・

36・ 37)、 C群 (住-17)の 3小群に分けられる。そして、Ⅲ期の場合と同様に考えるなら、a～ c小期の集落構造は次の

様になる。

a小期は、A類住居 1棟 (住-33)、 C2類住居 3棟 (住-38

居を配置するが、中核住居は存在 しない。なお、時期不明と

居であった可能性も考えられる。

・71・ 75)で構成される。中央に広場をもち、環状に住

される住-20が中央広場にあるが、これ力瀬小期の中核住

b小期は、Cl類住居 1棟 (住-16)、 C2類住居 4棟 (住 -14・ 31・ 32・ 37)、 Dl類住居 1棟 (住 -36)で構成され

る。中核住居、広場、環状住居群という基本構造はしっかり守られ、住居数も最も多く、V期集落の最盛期といえる。

なお、中と南の小グループには、,2棟の住居跡があるが、共存したものかどうかは明確でない。

C小期に属するのは、Cl類住居 1棟 (住-17)だけであり、V期集落の衰退期である。なお、住-17か らは前期末

葉の遺物が出上しており、これがV期集落の終末期と考えられる。

以上が、V期の集落構造の推移の概略であるが、aob小期の順序に関しては、次の理由により推定した。

第 1は、吉峰遺跡全体で、時代が下るに従って居住地が南に動く傾向があり、この傾向がV期の各小期においても

あてはまると考えられるのである。第 2は、b小期にDl類住居 (住-36)が存在することで、これはⅥ期と同型式に

属し、新しい要素と考えられるのである。そして第 3に は、住-16。 17・ 31にみられる地床炉の複設化があげられ、

これは住居の項でも述べたように、新しい要素と考えられるのである。

(Ⅵ期集落〉 (第35図 )

当期に属する住居は、D2類住居1棟 (住-34)だけであり、吉峰集落の最終末期である。

(4)結語

このように、吉峰遺跡における7次の調査によって、縄文時代前期の集落像は、ほぼその全容を現わした。それは
註17

広場を中心として 2～ 3棟の住居が環状に並ぶという、いわゆる縄文モデル集落に属するものであった。しかし、吉

峰遺跡においては、Ⅲ ,V期を通じて中核住居が集落の要として存在している。これは、他の集落には見られない特

徴であり、吉峰集落あるいはそこに住んだ人々について考えるうえでの鍵となるであろう。特に、Ⅲ期においては、

中核住居と大型住居が共存しており、どのような機能分担がなされていたかを考えることは、縄文時代中期の大型住居

の性格を考察することにも通じ、たいへん興味深い。このような意味において、この中核住居の性格を解明すること

は、今後に残された重要な課題といえるであろう。
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註

註 1 富山県埋蔵文化財センター主任橋本正氏の御教示による。
註 2 註 lに同じ
註 3 註 1に同じ
註 4 註 11こ同じ
註 5 上野  章 1977「 I、 5 福光町神明原A遺跡」『富山県福光町・城端町立野ケ原遺跡群第五次緊急発掘調査概要』富山県教育
委員会

註 6 四柳 嘉章 1986「 第 6章第 1節 3 福浦下層式期J『石川県能都町真脇遺跡』能都町教育委員会、真脇遺跡発掘調査団
註 7 越坂 一也 1986「 第 6章第 1節 4 蜆ケ森式期」『石川県能都町真脇遺跡』能都町教育委員会、真脇遺跡発掘調査団
註 8 久  々 忠義 1980「 3、 遺物  1、 縄文時代後期の上器」『富山県井口村井口遺跡発掘調査概要』富山県教育委員会
議 9 戸田 哲也 1983「 4、 施文原体 縄文J『縄文文化の研究 5』 雄山閣
註10註 1に同じ
註11 山本 正敏 1989 町ヒ陸における縄文時代の石斧」『縄文時代の木の文化』富山考古学会縄文時代研究グループ
註12 神保 孝造 1975「 Ⅳ 調査の成果」『富山県立山町吉峰遺跡第 4次緊急発掘調査概要』富山県教育委員会
議13 住-23は 、むしろ隅丸方形といったほうがよいかもしれない。

註14 橋本  正 1974「 Ⅲ 調査の成果」『富山県小杉町水上谷遺跡緊急発掘調査概要』富山県教育委員会
註15 註14に 同じ

註16 住-38は 、ごく部分的な検出のため、はっきりとしないが、この群に入るものと考えられる。

詰17 小林 達雄 1986「 2 原始集落J『岩波講座 日本考古学 4』 岩波書店
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付載 富山県立山町吉峰遺跡の考古遺物包含層の

火山灰層序学的研究

富山大学教養部地学教室

小林武彦・等々力政彦・豊本正成 。大野周二

1.緒言

吉峰遺跡はおもに縄文時代以降の複合遺跡であるが、旧石器文化の遺物が発見されたため旧石器文化層の年代判定

を主な目的として土層の火山灰層序学的研究をおこなった。

2.遺跡の地形、地質環境

この遺跡は立山町東部、常願寺川扇状地を縁取る段丘上にある①この段丘面は上段面 (ま たは天林面)と 呼ばれ、

かつては根拠もなく下末吉期の河岸段丘とされたが (藤井 1966)、 火山灰層序学的な検討により現在は約 5万年前の

河岸段丘面とされている (小林 1975、 松田 1980)。 この段丘では第三期層の基盤が高 く、段丘面下約10m付近まで

露出している。段丘を作る地層は厚さ10mほ どの河成礫層とその上位の細礫を少量含む灰色シル ト層 (厚さ15m前後 )
である。この段丘面を覆って今回の調査の主な対象である厚さ60～ 80cmの 火山灰質土壊層が存在する。

本遺跡の南方約 l kmに ある天林段丘面は吉峰の段丘面に対比される段丘面であるが、砂利取 り場の露頭には富山平

野の更新世テフラ層の標式的断面がある。この断面では大山倉吉軽石層 (DKP)の 栗砂状の黄色軽石層が露出する (町

田 。新井 1979)。

3.土層の特徴と試料採取

本遺跡では最上位に厚い腐植土層 (約20cm)が発達 し、その下位にはやや有機物を含むと思われる淡褐色土層、そ

して肉眼で識別しうる柱状有色鉱物を含む褐色土層、最下位には細礫混じリシルト層の土壌化 した部分 と見られる灰

黄色土層があり下方へ細礫混じリシルト層に漸移する。

試料は遺跡の発掘調査用に作られていた仮設小屋の斜め前の道路切 り割 りの壁面を約10cmの 柱状に刻んで採取され

た (図 1)。 ブロックの厚さは普通 3～ 4 cmに分けて削 り取られた (図 2)。

4.土層試料の砂粒分析

11)分析法

これまで北陸地方で遺物包含層の土層断面からテフラ層準を検出・同定した方法 (小林・上田 1982な ど)を 用い

て、採取 した試料の砂粒階級 (1/16mm以 上)の粒子の粒度組成と鉱物組成の分析を行った。

分析法は以下の通 りである。

①砂粒階級粒子の舗別 :試料の砂粒階級内の粒度組成測定のため、出来るかぎり機械的破壊をおさえて湿式で飾尼Uす

る。舗別はタイラー標準舗 (♯ 32、 ♯60、 ♯125、 ♯250)を用いて行うが、粒土など細粒部の分散処理とそれにかか

わる有機物除去の前処理をする。分散処理として、試料20gを 蒸留水約300mゼ に入れ、 lNの NaOH溶液を入れて超音
波処理を約15～20分おこなう。この時、試料中に有機物が多いと分散が悪いので、分散処理の前に有機物の除去を要す

る。有機物の除去は以下の簡便法を用いる。有機物の含有量が多い時には、分散剤のNaOH溶液に有機物が溶けだ し、
液が濃い暗褐色となるので液の上澄みを舗を通して捨て、再度蒸留水とNaOH溶液を入れて超音波処理をおこなう。
この操作を 2～ 3巨1繰 り返すとNaOH溶液の暗褐色化が起こらなくなり、試料は分散するようになる。超音波による

分散処理の繰り返しは試料中のガラス片などを破壊する危険性もあるが、これまでのところ明瞭な影響は出ていない。

分散処理さえ十分なら舗別は簡単で、ポリエチレン洗浄ビンで蒸留水を注ぐ事によって粘土など細粒部は流れ、節上

に砂粒のみを残すことが出来る。試料は師のまま乾燥し、薬包紙にとって杵量する。
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②重液分離 :♯ 250舗上に残った1/8～ 1/16mm階級の砂粒を、比重を調整したテトラ・ブロム・エタンで重鉱物・

軽鉱物に分離する。口紙とともに乾燥後、薬包紙にとって符量する。

③顕微鏡鑑定と計数 :重鉱物・軽鉱物の試料をそれぞれカナダ。バルサム (ま たはレークサイド・セメント)でスラ

イド・グラスに固定した後、偏光顕微鏡を用いて粒子の観察、鉱物種の同定、鉱物種毎の量比を計測、鉱物粒の光学

的。鉱物学的測定を行う。

(1)分析結果

分析結果は図 2に要約されているが、白岩藪ノ上遺跡における分析結果 (小林・上田 1982)と 非常に良く似てお

り、大山倉吉軽石層 (DKP)と 姶良Tn火山灰層の層準が明らかに決定され、鬼界一アカホヤ火山灰の層準も判明した。

試料の粒度組成は沌 1か らNo19の 間ではほとんど差がなく、配20か ら下位へ砂粒が少しずつ増加する。h21以下の

責灰色土層 (2 5YR 7/6-10R 7/6)は 、その上部に火山性の砂粒を少量含むが下位の細礫混じリシルト層の

特徴を持つ砂粒が卓越しており、シルト層の上壌化した部分とみなされる。

1/8-1/16mm(♯ 250)粒子の重鉱物量はNo 22-20の間で上に向かって顕著に増加し、No.2015で厚さ約20cm

の頂きを作り、配15から上位へは漸減する。このようにピークを挟んで下位は急激に変化があり、上位では緩やかに

減少する量的変化は、本遺跡の火山ガラスの変化でも認められるが、地表面を覆って堆積した細粒の火山灰層が風化

していく過程に想定される火山灰物質の量的変化に合致しておリー次的な火山灰層として認定できる。重鉱物の頂番

にあたる部分は露出で柱状の有色鉱物を肉眼で認められる層準で、有色鉱物は鏡下で大山倉吉軽石層 (DKP)の 紫蘇

輝石と角閃石の斑晶である事が確認された。No 16-19の 粒度組成におけるように、1/1/16mm(♯ 250)粒子と1/

4-1/8 mm(♯ 125)粒子の量がほぼ等しいのも大山倉吉軽石層 (DKP)の粒度組成の特微である。このようにNo

20-15の 層準は明瞭に大山倉吉軽石層 (DKP)の 層準でNo 20付近がその基底にあたる。No 21-24の 層準では大山倉

吉軽石層 (DKP)|こ 由来する砂粒が下位の細礫混じリシルト層に由来する粒子に一部混入している。

1/8-1/16mm(♯ 250)軽鉱物中の火山ガラス含有量はNo H-10の間で増加が顕著でh10か ら上位ではガラス量が 15

%を 越える。そのなかでNo H卜 6の 間はうすずみ色ガラスのない層準で姶良Tn火山灰層 (AT)にあたり、火山ガラス

量変化のピークは安定していないが血10は姶良Tn火山灰層の基底と見なされる。他方、うすずみ色ガラスはNo 5-1に

含まれており、この層準は鬼界一アカホヤ火山灰層 (Ah)の粒子を含むことを示している。もともと鬼界一アカホヤ火

山灰層(Ah)の 1次的堆積物は富山平野周辺では l cmを 越えることはまれであり、本遺跡でもその程度しか堆積しなかっ

たと見なされるので、この層準では姶良Tn火山灰層(AT)の砂粒に少量の鬼界一アカホヤ火山灰層(Ah)由 来の砂粒が加

わったものであろう。うすずみ色ガラスを含む層準の最下位にあるガラス量のピーク(No 5)付近が鬼界一アカホヤ火山

灰層 (Ah)の本来の層準と解釈される。

5.ま とめ

以上のように、おもに重鉱物量の変化と火山ガラス片の量の変化、顕微鏡観察の結果から、No.10-15の 層準は大山

倉吉軽石層 (DKP)層準にあたり、No.10-6が姶良Tn火山灰層 (AT)の 層準、そして鬼界一アカホヤ火山灰層 (Ah)

の層準は配 5にあたると考えられる。

〔謝辞〕 この調査に関して富山大学人文学部考古学教室教授秋山進午氏、立山町教育委員会の森 秀典氏にお世話に

なった。記して謝意を表す。
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図版 3
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図版 4

1.第 1号住居跡
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8
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図版 9
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